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要 約 

新型CX-9をデザインするにあたりマツダらしいプレミアム像を考えた。プレミアムといっても色々なプレ

ミアムがある。今回ねらったのはマツダ流の“おごそかで品格のあるプレミアム”である。これを実現する

ために骨格の完成度を上げ磨きあげた。大陸の大自然に負けないダイナミックで力強い骨格を全精力を上げ

て作り込んで本物を追求した。また3列シートでありながら魂動デザインで追求しているロングノーズやコン

パクトなキャビンも実現した。インテリアも骨格を重視。センターコンソールとドアトリムのSWボックスを

大型化して土台とし，その上に薄くて軽快なインストゥルメントパネルを配置して低重心で安定感のあるダ

イナミックなインテリアとした。また本物素材を使ったエレメントを精緻なクラフトマンシップによって配

置し，精緻感と高級感を表現。これらの施策により，これまでマツダが経験したことのない高質を知る顧客

にも満足していただけるデザインが完成した。 

Summary 
We first thought about a Mazda-like premium image when we began designing the New Mazda CX-9. 

Among the many kinds of premiums, we aimed at Mazda’s way, stately and dignified premium. In 

designing the New Mazda CX-9, we put priority on refining its powerful and dynamic framework, 

eliminating all excess elements, and maximizing its potential in order to make it a genuine machine. And 

we were able to realize a long nose and a compact cabin, which KODO design is intended to achieve, 

despite being a 3-row seat model. For the interior, too, we put a focus on the framework. The stable and 

dynamic interior was realized by a low center of gravity, with a light, thin instrument panel laid out over 

the foundation formed by a large center console and large switch boxes on the door trim on both sides. In 

addition, refined elements made of genuine materials were adopted in the interior with precise 

craftsmanship. All these efforts made it possible to achieve a premium-quality design Mazda had never 

experienced before. 

 

 

1. はじめに 

初代CX-9は，2008年北米トラックオブザイヤーを受賞

し, 3列シートのスタイリッシュなミッドサイズSUVのパ

イオニア的存在で市場評価も高い。新型CX-9はそのサイ

ズ，車格からマツダのフラッグシップであり，マツダ新世

代商品群の最後であると同時に次世代に橋渡しする商品で

もある。 

北米市場では，ミッドサイズSUVは家族とともに移動

を楽しむためのクルマであり，学校への送り迎えやスーパ

ーへの買い物に使うなど生活に密着したクルマでもある。

そのためミッドサイズSUVは，3列シートを確保するため

大きなキャビンとなることとなり，全体に洗練さが失われ

て生活臭さがにじみ出たスタイルになりがちである。そこ

で新型CX-9は，生活から離れたシーンにおいてもセンス

良く使うことができるクルマに仕立てることにより，先代

で高く評価されたスタイリッシュなミッドサイズSUVを

市場で再定義するようなクルマ造りを目指した。 

現在，マツダブランドの置かれる立場や状況，目指すべ

き方向性は，先代CX-9開発当時とは大きく変わってきた。

新型CX-9は，ニアプレミアム領域に挑戦する商品として，

デザイン領域では，意味的価値（エモーショナルバリュー）

を重視し，真のプレミアムレベルに挑戦した。マツダが経

験したことがない領域に対して，これまでのマツダの“あ
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たりまえ”な部分を一つ一つ問い直しながら，感度の高い

顧客を惹きつけられるよう理想を追求した。これまでの最

上級グレードであったGTよりも，さらに上質をねらった

SIGNATUREグレードを新設して，本物を知る上質な顧

客を満足させるクルマ造りを目指した。 

2. デザインコンセプト 

2.1 おごそかで品格のあるプレミアム 

プレミアムと一言でいっても，いろいろなプレミアムが

ある。マツダは新型CX-９をデザインするにあたり，「ど

んなプレミアム性をこのクルマに持たせるのか？」という

プレミアムのあるべき姿の方向性から考えた。試行錯誤の

末に至った結論は，“おごそかで品格のあるプレミアム”

というコトバである。これは日本の企業としてマツダが，

世界に発信するプレミアムとしてデザインの方向性を示す

基軸となるコンセプトである（Fig. 1）。 

豪華なものを付け足すプレミアムではなく，職人が魂を

込めて磨き込んでいくうちに光り輝くようなプレミアムを

目指した。これ見よがしな豪華パーツで飾ったり，派手な

造形でアピールするのではなく，開発者一人一人が職人と

なってしっかりと丹念なもの作りを行う。結果それが上質

を知る人々に感動を与え，また虚飾を廃した本物のクルマ

として受け入れられると考えた。 

 

2.2 本物素材 

今の世の中は，○○調や○○風といった，フェイクで溢

れている。これは自動車のデザインの世界でも同じであり，

開発や管理の容易なフェイク素材が主流になっている。こ

のような○○調や○○風を排除することは，本物のマシン

を目指す魂動デザインにおいて非常に重要である。ともす

れば時代とともに規制は増えていき，正真正銘の本物が作

り難くなっている中で，マツダはあえて本物のモノ造りを

目指した。 

木目調パネルやアルミ風加飾を廃し，それぞれ本杢パネ

ル，本アルミを用いた。本杢や本アルミの使えないグレー

ドでも，フェイク素材を使わずに塗装だからこそできる仕

上げを追求した。更には，本杢・本アルミを使うだけでは

なく素材の特性を活かす形状にもこだわった。 

 

2.3 フィット＆フィニッシュ 

上質を表現するには，形状の良し悪しと同時に，それが

「いかに精緻に組み合わされているか？」が重要である。

どんなに精巧に作られたパーツも，フィット＆フィニッシ

ュが雑ではプレミアムの精緻な感動が生まれない。ダイナ

ミックで力強い骨格に本物素材。そこに精緻なフィット＆

フィニッシュが加わった時に，初めて感動を生む“おごそ

かで品格のあるプレミアム”の価値が生まれる。 

 

Fig. 1 Design Concept Image 

 

3. エクステリアデザイン 

3.1 “プレミアム魂動”への進化 

新世代商品群は，コンセプトカー「Shinari」から始ま

りこれまで数々の量産車で進化を続けながら魂動デザイン

を展開した。新型CX-9は，Mazda6以来の大型車におけ

る魂動デザインのクルマである。「大型車への魂動デザイ

ンの展開はどうすべきか？」を考え抜き，大型としてのプ

レミアムな価値を創造し，“プレミアム魂動”とすること

に挑戦した。 

 

3.2 ダイナミックで強い骨格 

CDセグメント以上のサイズの大きなクルマ，特にプレ

ミアム領域のクルマでは，そのサイズ的余裕から骨格でダ

イナミックな動きを表現しやすい。新型CX-9は，ダイナ

ミックな骨格やプロポーションを表現し，洗練させること

がデザインの一番の見せどころになる。また，このクルマ

の骨格の動きの洗練度が，プレミアム表現の重要な要素で

ある。 

新型CX-9のマーケットは，北米やオーストラリア，サ

ウジアラビアなど，いずれも大陸の国々である。これら雄

大な大陸の景色の中で走るクルマには，その景色に負けな

い強いデザインが必要不可欠である。これを表現する軸と

なるのが強い骨格であり，新型CX-9では，大陸の強さに

埋もれない強くダイナミックな骨格を作り込んだ。 

ヘッドライトからリアコンビランプまで一直線につなぐ

軸を感じるように，面のハイライトやテンションを調整し

た。この軸を中心にして，ボディー，キャビンへの流れを

作りダイナミックで力強い骨格を組み立てた（Fig. 2）。 
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Fig. 2 Axis 

 

ボディー造形は，力強い下半身の重量感とスピード感の

両立をねらった。サイドシルにボリュームを持たせて，あ

えて上下方向の動きを抑え前後方向の直線基調のラインと

することで安定した土台とした。ボディーサイドのショル

ダーのキャラクターは，小型車系の魂動デザインの持つ上

下方向の躍動感を抑えて，前後方向のスピード感あるライ

ンとした。 

力強いボディーの上部に，3列シートゆえの長さを生か

して，前後方向のスピード感を持たせた薄いキャビンをの

せた。これにより，下半身が安定して上半身にいくほどス

ピード感があり，少々の横風ではびくともしないような力

強さと前進感を併せ持った逞しいボディーが完成した。ま

た，上下の動きを抑制した造形は，新型CX-9のマチュア

ーな顧客の好みにマッチした強くて落ち着いた造形に寄与

している。これまでの魂動デザインで追求してきた，Aピ

ラーを後ろに引いてフロントノーズを長く見せつつ，キャ

ビンをコンパクトに見せる造形を踏襲し，大型車における

魂動デザインの理想形を体現した（Fig. 3）。 

 

 

Fig. 3  Structure & Form 

 

3.3 スタンス 

スタンスは骨格と並んで魂動デザインを表現する上で非

常に重要な要素である。スタンスはクルマの俊敏な運動性

能と安定した走行を予感させ，見る人にそのクルマの魅力

を伝える。北米などの大陸国家では，直線の多いフリーウ

ェイを，前車の後姿を見つめたまま走り続けるといったシ

ーンがよくある。この場面で，いいなと思わせる安定した

スタンスを持つことは大変重要である。この安定感は安心

感にもつながり，同乗者の信頼感が得られる。 

優れたスタンスを得るためにマツダは，タイヤの位置か

らヘッドランプなどの各パーツを通過してキャビンに至る

までの造形を，安定感ある台形フォルムになるように作り

込んだ。丹念に各パーツのレイアウトと造形を作り込み，

台形スタンスを磨き上げた。更には，真正面，真後ろだけ

ではなく，コーナリング中など実際に走行している時でも

スタンスを失わないように注力して各パーツやボディー面

を造形している（Fig. 4）。 

 

 
Fig. 4 Stance 

 

3.4 ブランドフェイス 

強力な競合車がひしめく市場環境の中でプレミアムの存

在感を示すためにはブランドフェイスが重要である。 

見る者にひと目でマツダ車と分かる強い印象を与えるブ

ランドフェイスはプレミアムな価値を語る上で重要である。

そのためグリルの大きさと位置にこだわった。威厳のある

クルマの多くがグリルの構えが大きく立派であるように，

マツダの中で最も大きなグリルとシグネチャーウイングを

与えた。また，その高さをヘッドランプと同じか，やや高

いところまで持ち上げ，背筋を伸ばして胸を張っているよ

うな，堂々とした顔立ちにした。ヘッドランプはLEDと

して小型薄型化してグリルの主張をより強くした。 

リアにもシグネチャーウイングをあしらい，リアコンビ

ネーションランプとの3次元的なエレメントの組み合わせ
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で，ブランドをアピールした（Fig. 5）。 

 

 
Fig. 5 Brand Face & Rear Combination Lamp 

 

3.5 ホイールデザイン 

CX-5以降，新世代商品ではセンターハブからタイヤに

つながるダイナミックかつ立体的な動きを表現しながら，

全体として軽量に見えるホイールを追求してきた。塗装や

造形の工夫により，厚みのある金属の質感を持たせること

にもこだわった。新型CX-9では，この考え方をベースと

して，よりプレミアムな表現に挑戦した。 

上級グレードには20インチホイールを採用し，径がより

大きく見えると同時に，奥行きや深さを感じるホイールデ

ザインとした。立体感が出るようにスポークをややラウン

ドした断面にし，それをシャープなキャラクターで構成し

て，シャープでありながら存在感のあるダイナミックな造

形を実現した。また他のグレードには18インチホイール

を採用，凄みのある塊感を表現した。 

造形の立体感をより強く感じさせるため，20インチ全車

に，また18インチでもTouringグレードに高輝度塗装を採

用した（Fig. 6）。 

 

 

Fig. 6 20inch Wheel 

 

4. インテリアデザイン 

4.1 骨格 

インテリアデザインにおいてもプレミアムな価値の創造

を追求した。新型CX-9は，奇をてらった造形は避け，プ

レミアムな価値を持つ大型車ならではの空間の上質さを重

視した。 

通常，インテリアデザインではインストゥルメントパネ

ルのデザインが主役になりがちであるが，新型CX-9では

よりラグジュアリーな空間づくりをねらって骨格作りをメ

インにデザインをはじめた。乗員が快適に包まれて運転に

集中でき，かつ開放感がありリラックスできる，そんな相

反した要求を満たす空間を土台から組み立てることで実現

した。 

 

 

Fig. 7 Interior Structure 

 

具体的にはインテリア中心部のセンターコンソールと両

サイドのドアトリムのスイッチボックスを大型化して，低

重心で安定感のある土台を設置し，その上に薄くて軽い印

象の，横方向に広がるインストゥルメントパネルを設置す

る構成とした。これにより，下半身はしっかりとホールド

されながら，腰から上は自由な空間が広がる，ラグジュア

リーでリラックスできる空間を完成させた（Fig. 7）。 

ミッドサイズSUVのカテゴリーでは，コンソールの立派

さ，トリムの厚み，シートクッションの厚みが格付けを決

める。新型CX-9は，センターコンソールの幅，ドアトリ

ムの厚みを空間の中で吟味して，格の高さを表現する造形

とした。 

インテリアの造形は可能な限りセンターシンメトリーと

し，強固で端正なたたずまいを表現した。一方，大型のセ

ンターコンソールとドライバー側のスイッチボックスに囲

まれた空間は，マツダ車共通のテーマでもある“ドライバ

ーオリエンテッド”が表現できるよう，各パーツの配置や

角度の吟味を重ねた。これらにより，端正なセンターシン

メトリーとしながらも，ドライバーオリエンテッドの思想

も同時に表現することに成功した（Fig. 8）。 
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Fig. 8 Driver Oriented 

 

4.2 エレメントデザイン 

確りとした骨格で構成された空間に，正確で緻密な本

物のエレメントを組み込む。この組み合わせこそがデザイ

ンコンセプトである“おごそかで品格のあるプレミアム”

を実現する鍵であると考えた。そこで，エレメントは正確

で精密に見えるようにデザインした。配置されるスイッチ

類はその周囲にメッキリングを配し，内機はより正確で緻

密に見えるよう処理した。 

最上級グレードであるSIGNATUREグレードでは，ロ

ーズウッドと本アルミの加飾を設定した。こだわりを持っ

て作られた本物の素材が持つ威厳は，高級感を表現する上

でもっとも有効な手段の一つである。素材の持つ特性を最

大限に活かしたカタチとした。本杢は，木の良さを表現

できる無垢の木の塊を表現し，本アルミ加飾はアルミの塊

を削り出した時にできる切削跡のようなヘアライン処理を

施し，アルミが本来持っている塊の美しさを表現した。 

また，実際にカタチを決める作業にも本物の木やアル

ミの職人と一緒に削りながら形状を作り，見映えだけでは

なく，触った時の触感，手触り，使い込んでいったときの

風合いの変化など，使う人に長く愛着を持っていただける

ことにこだわった（Fig. 9）。 

 

 

Fig. 9 Real Material Decoration Panel 

 

 

4.3 シート 

ミッドサイズSUVでは，シートの見た目の厚みが生み

出す乗り心地の良さへの期待感が，プレミアムな価値を表

現する上で非常に重要である。シートは乗員との最も大き

なタッチングポイントの一つであり，見た目と同時に触感

や手ざわり，におい，座り心地など，多くの要素で乗員に

最高の満足感を与えなければならない。 

新型CX-9のシートは，質感と触感の向上と座り心地の

更なる向上を目指し，最上級グレードであるSIGNATUR

Eグレードに，ナッパレザーという，これまでのスムース

レザーよりも上級な革を採用した。これは単に質感や触感

の向上をねらっただけではなく，従来の革素材よりも伸び

る特性を活かして，リッチでゆったりとしたシート形状を

実現することにも貢献した。角に強い張りを持たせること

ができ，一番張りのある部分に乗員とのタッチポイントを

設定して，きめ細かくてスムースなナッパレザーの特性を

十分に生かしたシートとした。ステッチのピッチは，従来

の5ｍｍピッチから4ｍｍピッチに詰めており，黒のワン

ポイントやパイピングを用いることによりプレミアムな質

感を実現した。 

GTやTuringグレードではスムースレザー表皮でさりげ

ない上質感を表現し，またEntryグレードではファブリッ

ク素材でカジュアルな室内空間を演出している（Fig.10）。 

 

 
Fig. 10 Nappa Leather Seat 

 

4.4 ステアリング 

新型CX-9においてプレミアムの価値を追求するにあた

り，ドライバーに正対するステアリングホイールの質感向

上は必須と考え，新デザインを採用した。 

軽快な操作性を予感させるために，センターパットの

径を従来品に比べて小型化し，形状も真円に近づけるとと

もに，センターパットにメッキリングを配して，視覚的に

小型に見せた。スポークは，骨格表現を施した金属調パー

ツを用いて剛性感を表現し，高い質感と造り込みを感じさ

せるディテールとした。そこに，最小限かつ自然な指の動

きで操作するスイッチを配置した。自然に置いた指の位置

から，上下に動かすだけで3つの操作がスムースにできる

ようにデザインした。グリップは，人間工学に基づいた正
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確で快適な操作をサポートする次世代グリップ断面形状を

採用し，しっかりと握れ，かつ回転時にストレスなく手の

ひらを滑らせることができるグリップ断面とスポーク付け

根形状を実現した。SIGNATUREグレードは，室内カラ

ーコーディネーションを考慮したカラードスペシャルステ

ッチをあしらい，その他のグレードにもベースボールステ

ッチを施して上質感を表現した（Fig. 11）。 

 

 

Fig. 11 Steering Wheel 

 

5. クラフトマンシップ 

空間設計，骨格，エレメントにおいてデザインコンセプ

トである“おごそかで品格のあるプレミアム”にふさわし

いデザインを創り込んだ。従来であれば，ここでデザイン

作業は終わり後工程にゆだねることになる。しかし，それ

ぞれのパーツが正確にかつ精緻に組み合わさって初めてプ

レミアムな価値が生まれると考えた。我々は，これまでデ

ザインが手を伸ばしてこなかった後工程の領域にも範囲を

広げて活動した。技術本部との協業により隙間の生産バラ

ツキ管理の活動に参画し，フィット＆フィニッシュによる

精緻さが表現できるまで妥協することなく活動した。これ

まで以上に準意匠面の見映えを精査して，お客様の目に入

るところすべての領域において見映え，品質を向上した。 

6. カラーデザイン 

6.1 ボディーカラー 

ミッドサイズSUVの主な購買層である成熟したユーザー

層は，シックでかつ上質を感じやすい色を好む。新型CX-

9は，ソニックシルバー，ジェットブラック，スノーフレ

ークホワイトを中心に，たくましさや強さを表現できる暖

色系のチタニウムフラッシュと寒色系のディープクリスタ

ルブルー，ブランドカラーであるソウルレッドと新型CX-

9のために開発した匠塗りシリーズ第2弾となる新色，マ

シングレイをテーマカラーとして加えた全7色とした

（Fig. 12）。 

 

Fig. 12 Body Color 

 

ボディーカラーでも，“おごそかで品格のあるプレミ

アム”そして“本物” をねらった。奇をてらうことなく，

また，派手で豪華な方向に走らずに，デザインの形状や意

図を際立たせる色，より魅力を深める色としてマシングレ

イをテーマカラーとして開発した。 

マツダは古くからクルマのマシンとしての魅力を真面

目に追求してきた歴史を持つ。また，魂動デザインの根底

には，マシンとしてのクルマの魅力を動きで表現するとい

う考え方がある。新型CX-9は，このマシングレイでクル

マという機械の塊が高速で動くという感動や喜びを表現し

ようと考えた。あたかも本物の金属の塊から削り出された

ような質感を表現した。光を浴びている明るい部位から影

の暗い部位への明度の変化が強く，明るいところはとこと

ん明るく，暗いところは真黒に見えるほど暗く見えるこれ

らの特性を生かすことで，ボディー形状をより際立たせて

魅力を引き出している。この新開発のボディーカラーでよ

り一層のプレミアム価値の向上が図れたと自負している。 

 

6.2 インテリアカラー 

最上級グレードであるSIGNATUREグレードでは，よ

りラグジュアリーで色気のある雰囲気を醸し出すため，専

用のカラーコーディネーションを設定した。温かみのある

豊かさの表現，本杢や本物アルミ素材とのマッチング，ま

たナッパレザーのしなやかさ，きめの細かさを活かす色と

してAuburn色を開発した。黒色天井を採用した漆黒の空

間の中に浮かびあがらせることにより，シンプルで活動的

な雰囲気を表現しながら，同時に品格やプレミアムを表現

した。 

Auburn仕様を頂点として，GTグレードでは，黒の空間

の中にDeep-Redのインパネ色を採用し，黒との組み合わ

せによりさりげない色気を表現した。TouringとEntryグ

レードでは，グレー天井の明るい空間の中で黒とサテンメ

ッキの組み合わせによるクールでシックなコーディネーシ

ョンを展開し，洒落た大人から，明るい家族までもマッチ

できるカラーコーディネート展開とした。 
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7. おわりに 

新型CX-9は，プレミアムや上質という実態が見えにく

い領域を表現する必要があり，斬新さよりも普遍的な美し

さ，奇抜さよりも深みを重視したデザインに挑戦した。 

洗練，品格というプレミアムを表現するキーワードでデ

ザインを創り込み，開発に携わったデザイナーの一人一人

が挑戦した結果である。しかし，この領域はデザインチー

ムだけでは達成できない。デザインテーマの「魂動」に触

発された職人気質のメンバー全員の本物を追求するひと手

間が，このクルマを磨き上げるのにつながったと感じてい

る。その手間が新しい価値を創造してクルマの魅力に変わ

っていった。この魅力が市場のお客様に伝われば幸いであ

る。 

新型CX-９が先鞭をつけたマツダのオルタナティブプレ

ミアム路線が市場に受け入れられ，今後のマツダのライン

ナップのクオリティーの底上げにつながり，ブランド価値

がより高く認知されるようにブランドが成長していくこと

を願ってやまない。 

 

■著  者■ 

 
 

 
木元 英二 


	表紙_マツダ技報_No33_160304
	校了_通し原稿


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




